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鰹
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畢

都

O
助
教
授
松
岡
孝
見
氏
は
昭
和
十
五
年
一
月
三
十
日
付
を
以
て
教
授
に
住

ぜ
ら
る
。

。
講
師
白
梓
庄
一
郎
、
講
師
青
山
秀
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白
岡
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昭
和
十
五
年
一
月
豆
十

日
付
を
以
て
助
教
授
に
住
ぜ
ら
る
。
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摺
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部
教
授
、
本
庄
敬
授
，
高
同
教
授
、
小
島
教
授
、
汐
且
致
授
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石
川

教
授
、
谷
口
教
授
、
八
木
教
授
、
略
川
教
授
、
柴
田
教
授
、
松
岡
教
授

中
川
助
敬
授
、
大
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助
教
授
、
堀
江
助
教
授
、
穂
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助
教
授
、
徳
永
助

敬
授
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一
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例
曾
一
月
↓
一
「
在
日
午
後
六
時
よ
り
築
主
曾
館
に
於
て
開
催
首

日
目
報
告
失
の
如

L
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一
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白

檀

済

性

格
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穂

積

助

教

授

支
那
担
祷
白
性
絡
を
宇
封
建
性
、
宇
植
民
地
世
に
於
て
把
握
す
る
と
と

は
今
日
晴

r遁
詑
四
離
が
あ
る
が
、
そ
由
意
義
は
ま
だ
必
ず
し
も
明
確
で

は
な
い
の
で
、
そ
れ
を
明
確
に
せ
む
と
し
て
、
先
づ
封
建
制
の
本
質
を
隅

明

L
、
封
建
性
白
本
質
よ
り
封
建
性
の
概
念
を
規
定
し
、
v

封
建
性
的
一
概
念

よ
吻
更
に
牛
封
建
性
白
概
念
を
導
き
出
し
、
宇
封
建
性
白
紙
念
に
該
常
す

る
も
の
が
支
那
経
済
に
存
在
す
る
こ
と

E
立
諸

L
、
そ
し

t
ぞ
れ
が
支
那

索

報

教
授

教
授

経
摘
を
他
の
経
済
よ
り
匝
別
ず
る
大
き
な
役
割
を
果
す
所
以
を
諭
設
し
、

次
に
同
様
に
楠
民
地
の
本
質
よ
り
植
民
地
性
り
概
念
と
そ
れ
よ
り
児
に
牛

植
民
地
位
の
概
念
を
引
き
出
し
、
そ
れ
に
該
由
す
る
も
の
が
支
那
鯉
済
に

存
在
す
る
と
井
一
を
立
誼
し
、
そ
れ
が
支
那
鰻
済
を
特
質
づ
吐
る
所
院
を
論

謹

L
、
最
後
に
宇
封
建
性
と
宇
植
民
地
性
と
白
闘
儒
並
に
牛
封
建
性
、
宇

植
民
地
性
と
そ
の
カ
ウ

y
タ

1
.ハ
l
ト
た
る
宇
資
本
主
義
性
、
キ
自
主
性

主
の
欄
停
に
及
ぶ
。

二

支

那

土

着

銀

行

鈴

木

総

一

郎

氏

従
車
白
金
融
肝
究
方
法
を
批
判
し
て
、
現
象
的
取
扱
を
排
撃
し
、
報
告

者
の
持
論
た
る
具
世
的
・
結
合
的
研
究
方
法
を
品
4

て
、
そ
の
立
場
よ
り

支
那
金
融
機
構
の
解
明
を
試
み
、
そ
の
企
聞
の
第
一
着
手
と
し
て
支
那
土

着
位
行
、
就
中
山
西
票
荘
に
闘
し
て
報
告
し
た
。
先
づ
票
荘
白
成
立
よ
り

初
め
て
組
織
及
び
糧
管
方
法
を
櫛
一
説

1
、
粟
荘
が
支
那
枇
曾
白
樺
よ
町

J

自

立
的
に
費
生
し
た
る
成
立
問
因
よ
り
し
て
、
特
に
支
那
祉
曾
一
般
?
と
の
閥

聯
を
追
究

L
、
機
構
的
特
質
と
し
て
非
合
理
的
な
る
も
の
を
把
え
、
こ
れ

は
血
で
が
て
土
着
銀
行
ー
と
い
は
れ
る
も
D

L

一
般
的
特
質
で
あ
る
と
断
定
し

た
。
こ
れ
と
井
に
常
時
の
専
制
的
官
僚
閣
家
白
性
格
を
分
析
し
て
、
そ
れ

と
の
具
世
的
閥
聯
に
於
て
、
山
西
諜
耳
目
特
徴
を
抱
え
車
り
、
官
僚
と
白

相
互
利
盆
的
結
合
に
於
て
こ
れ
を
認
め
た
。
か
く
し
て
、
一
方
に
於
て
、

事
誕
の
歴
史
的
・
兵
糧
帥
特
徴
を
見
る
と
共
に
、
他
方
に
於
て
支
那
同
有

金
融
機
関
一
鞭
刊
と
し
て
の
特
質
を
究
明
し
て
、
総
合
的
研
究
の
端
緒
的
試

み
と
し
て
白
報
骨
を
終
っ
た
。
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